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要因分析

【必須】

関係機関との連携会議やチーム員を対象とした各種研修、医療機関等への働きかけなどを通じ、災害時の救助・保

健・福祉体制の強化を図っており、着実に支援チーム数が増加している。また、令和６年１月の能登半島地震が各

支援チームの情報発信につながり、チーム数の増加を後押しした側面もある。

改善の方向性

【必須】

関係機関との連携会議やチーム員を対象とした各種研修、医療機関等への働きかけなどを通じ、災害時の救助・保

健・福祉体制の強化を図っており、着実にKGI目標値を達成していることから、６年度予算の執行や７年度予算の検

討においても現在の取組みを維持する。

なお、能登半島地震の検証や被害想定の見直しを踏まえながら、必要な対策を検討していく。
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細 施 策 29-4 災害時の救助・保健・福祉体制の整備　※災害時医療・介護関係も含む。 施策KGI ①

Ｋ Ｇ  Ｉ

災害時の保健医療福祉に係る支援チーム数（要配慮者支援チーム、DMAT、DPAT）

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 29  大規模災害に備えたまちづくり

K　G　I
①災害想定死者数

　【基準値】16,032人（平成25年）【目標値】2,439人

担当部局 保健福祉部


